
旧
静
和
館
の
定
礎
に
伴
う
埋
納
物

新
約
全
書
と
菊
文
の
瓦
と

一
九
九
一
年
六
月
十
三
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
、
旧
静
和
館
地
点
の
発
掘
調
査
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
こ
の
発
掘
調
査
に
ょ
っ
て
出
土
し
た
遺

構
・
遺
物
の
大
半
は
、
公
家
屋
敷
で
あ
る
旧
二
条
家

に
か
か
わ
る
資
料
で
あ
っ
た
。
調
査
の
成
果
は
、
同

志
社
埋
蔵
文
化
財
委
員
会
に
ょ
っ
て
、
近
々
発
掘
調

査
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
発
掘
調
査
に
先
立
っ
旧
静
和
館
の
解
体
に
伴

う
作
業
中
、
明
治
四
十
四
年
に
新
島
襄
夫
人
の
八
重

に
ょ
っ
て
と
り
行
な
わ
れ
た
地
鎮
式
後
の
定
礎
式
に

関
係
す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
キ
リ

ス
ト
教
の
聖
書
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
注
目
さ
れ

た
。
一
九
九
一
年
六
月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
時
代
の
定
礎
式
の
中
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に

鈴
木
重

関
係
す
る
極
め
て
稀
れ
な
事
例
と
の
こ
と
で
、
物
質

文
化
史
の
側
か
ら
も
考
古
学
上
の
近
代
資
料
と
し
て

学
術
的
な
検
討
が
要
請
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
と
り
あ

え
ず
、
こ
こ
に
事
実
関
係
を
中
心
に
記
し
て
置
く
。

旧
静
和
館
の
建
築
史
上
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
専
門
家
に
ょ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
発
掘

調
査
中
に
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
基
礎
の
残
存

部
は
極
め
て
堅
固
で
あ
っ
た
。
従
来
同
志
社
関
係

の
建
造
物
の
解
体
時
に
観
察
さ
れ
た
多
く
の
基
礎
と

比
較
し
て
も
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
堅
固
さ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
堅
固
な
基
礎
の
上
部
で
、
西
南
隈
に
あ

つ
た
定
礎
石
の
周
辺
部
の
解
体
中
、
レ
ン
ガ
積
み
の

壁
体
の
中
か
ら
、
埋
納
さ
れ
た
状
態
で
一
個
の
鉛
製

の
箱
(
横
二
0
・
二
糎
縦
三
・
一
糎
一
局
さ
四

十
五
・
三
糎
)
が
作
業
員
に
ょ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。

取
り
出
さ
れ
た
こ
の
箱
は
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月

二
十
九
日
に
、
同
志
社
創
立
三
十
六
周
年
を
記
念
し

て
行
な
わ
れ
た
旧
静
和
館
の
定
礎
式
の
際
に
、
丁
寧

に
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
箱
の
中

に
入
っ
て
い
た
新
約
全
書
を
含
め
た
一
括
資
料
と
、

左
記
の
記
録
が
お
お
む
ね
合
致
す
る
こ
と
で
疑
う
余

地
か
な
い

つ
ま
り
、
伺
志
社
女
學
校
同
窓
会
が
明
治
四
十
四

年
十
二
月
二
十
五
日
発
兌
の
「
丹
女
學
校
期
報
L
 
第

三
十
一
琥
記
載
の
静
和
館
建
築
記
事
の
全
文
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

豫
て
米
國
太
平
洋
沿
岸
婦
人
會
の
寄
贈
に
係
る
建

築
費
四
萬
圓
の
女
學
校
中
央
校
堂
は
去
る
八
月
一
日

を
以
て
新
島
未
亡
人
に
ょ
り
て
地
鎮
式
を
行
ひ
、
九

月
二
日
起
工
、
同
十
二
日
基
礎
工
事
に
着
手
、
十
一

月
二
十
九
日
定
礎
式
を
擧
行
せ
り
。

定
礎
式
の
順
序
は
、
男
學
校
に
於
て
開
け
る
同
志

社
創
立
第
三
十
六
回
記
念
式
後
一
同
女
學
校
内
現
場

に
參
集
し
、
讃
美
歌
第
百
二
十
一
番
を
以
て
開
會
、

中
瀬
古
教
頭
の
聖
書
朗
読
(
哥
林
多
前
書
第
三
章
九

十
七
)
、
平
安
教
会
牧
師
西
尾
幸
太
郎
氏
の
祈
積

原
田
社
長
の
本
館
建
築
始
末
書
朗
諦
、
ラ
ル
子
ド
博

士
の
定
礎
禮
、
讃
美
歌
四
百
六
十
二
番
祝
鳶
を
以

ム
ロ

、
、
イ
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て
終
れ
り
。
當
日
礎
石
中
に
納
め
た
る
始
末
書
及
目

録
は
左
の
如
し
。

@
静
和
館
建
築
の
始
末

本
館
は
北
米
合
衆
國
太
平
洋
婦
人
傳
道
會
社
ヨ
リ

我
同
志
社
二
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
賓
二
太

平
洋
沿
岸
並
二
近
接
諸
州
二
在
ル
多
数
婦
人
ノ
義
侠

ナ
ル
同
情
二
成
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
二
其
厚
意
ヲ
記
念

セ
ン
ガ
為
メ
。
ハ
シ
フ
ィ
ク
合
父
一
{
片
)
ノ
字
二
因
ミ

之
ヲ
静
和
館
卜
命
名
ス

今
茲
二
本
月
本
日
本
社
創
立
第
三
十
六
回
記
念
日

ヲ
ト
シ
定
礎
式
ヲ
擧
行
シ
神
學
博
士
ラ
ル
子
ツ
ド
氏

(
刈
Φ
ぐ
.
ご
.
乏
.
一
ゆ
曾
ミ
、
ロ
.
ご
.
)
礎
石
ヲ
設
置
ス

明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日

同
志
社
々
長
兼
女
學
校
々
長
原
田
助
誌

建
築
委
員
文
學
博
士

ド
ク
ト
ル

同
志
社
女
學
校
教
頭
教
師

同
上

建
築
請
負

清
水
滿
之
助

基
礎
工
事
請
負
碇
組
澁
谷
徳
二
郎

目
録
(
建
築
礎
石
中
に
納
め
た
る
書
類
)

一
、
建
築
工
事
之
由
來

一
、
新
約
全
書

一
、
同
志
社
女
學
校
期
報

一
、
同
志
社
女
學
校
規
則

一
、
同
志
社
財
團
寄
附
行
為
證
及
規
則
書
一
部

、一
、
同
志
社
校
友
會
便
覧

一
冊

一
、
同
志
社
時
報

二
部

同
志
社
職
員
姓
名
録

、

一
部

、

同
志
社
繪
葉
書

数
種

同
志
社
英
語
規
則

、

一
部

、

新
島
先
生
小
傳
靈
語
)
一
部

建
築
圖
面

、一
、
建
築
豫
算
概
要

一
枚

一
、
工
事
施
行
表

一
枚

一
、
同
志
社
明
治
四
十
三
年
報
比
旦
部

右
之
通

以
上
竃
録
の
全
文
で
あ
る
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
よ
ろ
し
く
、
鉛
の
箱
に
収
納
さ

れ
て
埋
納
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
旧
静
和

館
の
解
体
に
ょ
っ
て
八
十
年
ぶ
り
に
太
陽
の
光
を
見

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
実
体
は
、
当
時
の
目
録
に

同
志
社
書
記

顧
問
技
師

工
事
掛

工
事
監
督

松
本
亦
太
郎

佐
伯
理
一
郎

中
瀬
古
六
郎

エ
ム
・
エ
ス
・
デ

.

ン
ト
ン

安
藤
乙
三
郎

武
田
五
一

大
塚
精
一

北
村
春
吉

記
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
無
い
も
の
記
録
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
鉛
の
箱
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も

の
な
ど
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
発
見
さ
れ
た
当
時
女
子

中
・
高
等
学
校
の
事
務
長
で
あ
っ
た
増
田
亮
次
氏
に

よ
る
と
、
定
礎
式
時
点
で
の
目
録
中
の
「
建
築
図
面
L

は
無
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
替
っ
て
英
文
の
米
国
太
平

洋
婦
人
会
の
寄
贈
の
経
緯
を
記
し
た
書
類
が
、
目
録

中
に
書
か
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
封
入
さ
れ

て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
目
録
に
な
い

資
料
で
加
え
ら
れ
て
い
た
も
の
に
、
面
戸
瓦
と
し
て

二
条
家
で
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
の
強
い
菊
文
の
小

型
軒
丸
瓦
が
、
一
点
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し

部部冊通

松山総長らによる埋納物の確認、 1991.6.3
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て
ょ
い
。
そ
の
後
の
発
掘
調
査
に
ょ
っ
て
多
量
に
出

土
し
た
公
家
屋
敷
に
伴
う
江
戸
時
代
の
小
型
軒
丸
瓦

と
全
く
同
一
の
種
類
で
あ
る
。
瓦
が
封
入
さ
れ
て
い

た
こ
と
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
の
史
料
と

共
に
新
約
全
書
が
入
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

そ
の
理
由
は
明
白
で
あ
る
。
地
鎮
式
を
新
島
八
重
が

と
り
お
こ
な
っ
た
こ
と
、
定
礎
式
に
聖
書
朗
読
が
お

こ
な
わ
れ
讃
美
歌
が
歌
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、

同
志
社
ら
し
い
キ
リ
ス
ト
教
に
ょ
る
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
の
確
か
な
証
し
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
む
し
ろ
新
約
全
書
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
、
同
志
社
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
菊
文
の
小
型
軒
丸
瓦
が
同

封
さ
れ
て
い
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
謎
と
い
う
し
か

な
い
。
類
例
を
ま
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、

近
代
の
レ
ン
ガ
積
み
建
造
物
に
関
し
て
多
量
の
資
料

を
収
集
さ
れ
て
い
る
国
立
科
学
博
物
館
の
清
水
慶
一

氏
に
ょ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
的
地
鎮
式
と
い
う
点
だ

け
で
も
、
旧
静
和
館
の
建
築
史
上
の
特
異
性
が
指
摘

さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
特
異
な
点
は
、
一
九
九
三
年
一
月
に
開
か
れ

た
第
六
回
江
戸
遺
跡
研
究
会
の
大
会
で
も
と
り
あ
げ

ら
れ
た
。
こ
の
研
究
会
の
テ
ー
マ
は
『
遺
跡
に
み
る

幕
末
か
ら
明
治
』
で
あ
り
、
清
水
慶
一
氏
に
ょ
る
「
初

期
洋
風
建
築
物
の
遺
跡
に
つ
い
て
し
、
東
京
大
学
の
堀

内
秀
樹
氏
に
ょ
る
「
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
初

期
の
遺
物
群
L
 
な
ど
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。
質
議

応
答
中
の
各
地
の
報
告
の
中
で
も
、
明
治
時
代
の
レ

ン
ガ
積
み
建
築
物
に
伴
う
聖
書
の
検
出
例
は
、
旧
静

和
館
の
例
を
除
い
て
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
知
ら
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
考
古

学
の
研
究
領
域
が
拡
大
し
て
い
く
中
で
の
近
代
資
料

と
し
て
も
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

旧
静
和
館
は
、
本
誌
の
別
項
に
も
あ
る
よ
う
に
新

静
和
館
の
落
成
に
ょ
っ
て
再
生
し
た
か
に
見
え
る
。

こ
の
新
静
和
館
の
定
礎
に
伴
っ
て
何
が
納
め
ら
れ
て

い
る
か
は
知
ら
な
い
。
『
佛
作
っ
て
魂
入
れ
ず
』
と
云

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
静
和
館
が
生
き
生
き
と
一
鮴
る
為

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
新
し
い
教
育
・
研
究

こ
ネ
、

活
動
に
旧
静
和
館
へ
の
想
い
も
含
め
て
生
か
さ
れ
る

こ
と
が
、
と
り
わ
け
重
要
に
思
え
る
。
す
で
に
そ
の

教
育
活
動
は
始
っ
て
い
る
。

旧
静
和
館
の
定
礎
に
伴
う
埋
納
物
中
に
、
新
約
全

書
と
江
戸
時
代
の
古
い
瓦
が
共
に
封
入
さ
れ
て
ぃ
た

こ
と
は
、
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

当
時
の
同
志
社
々
長
原
田
助
ら
に
ょ
っ
て
新
た
な
創

造
と
、
古
い
伝
統
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
合
作
へ
の

大
き
な
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ

う
か
。
歴
史
的
な
変
画
期
を
迎
え
て
い
れ
ぱ
こ
そ
、

か
っ
て
米
国
太
平
洋
沿
岸
婦
人
会
が
果
た
し
た
よ
う

な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
の
行
動
が
求
め
ら
れ
て

常
に
、
歴
史
か
ら
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
さ

ら
に
創
造
的
発
展
へ
の
期
待
も
大
き
い
。

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

埋納物中の新約全書と菊文の小型軒丸瓦;上段中央

る
0
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